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1 は じ め に

福島県における現在の小麦一大豆 (1年 2作 )体系では ,

大豆収穫から小麦播種までの適作業期間が短いため,種々

の原因によりしばしば適期に小麦が播種できない事態が生

じ,問題となっている。

そこでそうした場合の対応技術として ,小麦の晩播栽培

についてこれまで検討してきたが,一応の知見が得られた

のでその概要を報告する。

2試 験 方 法

(1)播種量に関する試験

供試品種には トヨホコムギを用いた。播種期は,比較と

しての適期播きを56年は10月 28日 ,57年 は10月 27日 とし,

晩播については,こ れまでの播種遅延状況から判断して播

種適期限界より約10日 遅らせ ,55年は11月 10日 ,56年 は11

月11日 ,5,年は11月 8日 とした。播種量及び播種様式は ,

表 1に示すとおりである。

表 1 播種様式と播種量 (単位 :″ /′ )

年次 全面全層播き ドリル播 き

55年 15

56年 12 15 18

574F 12  15  18* 0.8 1.0 r.2 1.5'
注 *は晩播のみ実施 ドリル播きは条間を20"と した。

0)施 IEに関する試験
試験年次は昭和56,57年の 2か年で,供試品種及び播種

期は,(1)試験に準じた。播種法は全面全層播きとし,α

当たり15″播種 した。施肥は,′ 当たり堆肥 150″ ,石

灰8″を割X共通に施用し,その他は表 2のとおりとした。

表2 区の構成及び施肥量

3 結果及び考察

(1)播種量

試験の結果,穂数と子実重の間には,図 1の ような関係

が認められた。これより晩播小麦でも,″当たりの穂数で

全面全層播きの場合は700本以上 , ドリル播きでは650本

以上確保できれば,適期播き並の多収が得られることを認

めた。
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図 : 穂数と子実重

次に,こ れらの穂数を確保するために必要な出芽数につ

いて検討した結果,晩播小麦の出芽数と穂数との間には図

2のような関係が認められた。このことから,先の穂数を

確保するために必要な出芽数は,全面全層播きで″当たり

300本以上 ,ド リル播きでは250本以上であることを認め

た。

更に,これらの出芽数を確保するための播種量について

検討したところ,表 3に示すように,全面全層播きの場合 ,

標準播種量 10～ 121夕 /α に対 して,晩播では出芽率80

%が予想される圃場でもα当たり15～ 16り まで増量す

る必要があり,以下同様に出芽率 70%では 17～ 181夕 ,

60%では19～ 20″まで増量する必要性を認めた。また ,
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図2 晩播小麦の出芽数と穂数との関係

表 3 播種量と出芽率別出芽数

ドリル播きについても同様で,標準播種量08り /σ に対

して,晩播では出芽率80%が予想される圃場でσ当たり1

2～ 13り ,同 じく70%で 14～ 15り ,60%で は16～
17″まで増量する必要性を認めた。

② 施 肥
生育に対する施肥の影響としては,基肥多肥や窒素追肥

の増量あるいは早期の窒素追肥を行うことで,茎数が増加

することを認めた。また,穂数も茎数とはぼ同様の傾向を

示したが,基肥量の差については56年と57年で傾向が異な

り判然としなかった。

(単位 :本 /″ )

注 千粒重を376夕 とした。

収量に対する施肥の影響としては,窒素追肥量を増すこ

とで増収効果を認めたが,基肥量や追肥時期では年次によ

り働旬力渓 なり効果を認めるまでには至らなかった。なお ,

追肥増量による増収率は,おおむね10%ま での範囲で,増

肥の程度については,04″ /α 追肥区と06″ /α 追肥

区の差が明らかでないことから,06″ /α までの増肥は

必要ないものと判断された。

熟期及び倒伏に対する施肥の影響としては,表 4に示す

ように,熟期は窒素追肥の増量,基肥多肥で遅れる傾向を

示し,倒伏についても追肥の増量,早期追肥 ,基肥多肥な

どにより耐倒伏性が弱まり,倒伏の危険が高まることを認

めた。

表4 成熟期及び倒伏に対する施肥の影響

以上の結果より,晩播小麦に対する基肥多肥及び早期窒

素追肥の有効性は,収量に対する効果が判然としないばか

りでなく,熟期の遅延や倒伏の原因となることから,認め

られなかった。また,窒素追肥の増量についても,収量に

対しては有効性を認めたが,熟期や倒伏の点からは,小麦―

大豆 (1年 2作 )体系の中でこれを実施するには問題が多

いと思われた。したがって,小麦一大豆 (1年 2作)体系

における晩播小麦の施肥としては,現行の標準施肥体系で

十分であると判断された。

4摘   要

① 播種適期から約10日遅い晩播で適期播き並の多収を
得るためには,播種量を全面全層播きの場合15～20″

/α , ドリル播きでは12～ 17″ /´ まで増量させる必

要を認めた。

② 晩播小麦に対する施肥量としては,収量の面からは
追肥量を標準のα当たり02″から04″ に増量 した方が

望ましいことを認めたが,熟期の遅延や倒伏の危険が高ま

ることから,小麦一大豆 (1年 2作 )体系の場合は安全性

を考慮し,晩播でも標準施肥量で行うべきであると判断さ

れた。
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